
  

 

 

 

 

○ 平成１９年度通常総会の開催結果について 

ＮＰＯ法人大阪府防犯設備士協会平成１９年度通常総会を平成１９年６月１２日午 
後５時１０分より、「プリムローズ大阪」２Ｆ 鳳凰の間で開催しました。 
 来賓の大阪府警察本部小島生活安全部長外５名のご来賓のほか、会員会社５７社の
方々のご出席を賜りました。 
 平野副理事長の議長の下、平成１８年度の事業報告及び事業収支決算並びに平成１
９年度事業計画及び事業予算等について審議され、いずれも、原案とおり承認されま
した。欠席された会員には別途送付します。 
なお、同時に開催しました防犯機器・システムの展示会には１６社が出展して頂き、 

セミナー共々たくさんの方々が来場見学して頂きました。 

防犯セミナーは 

 ▽ 最新の電気錠システムの性能について 

      美和ロック（株）商品企画部 

            課長         森   学 様 

▽ 警備業の現状と治安対策での位置づけ 

       綜合警備保障（株）西日本事業本部 

             顧問         平岡  豁 様 

 の方に講演していただきました。 

 防犯機器・システムの展示会に出展頂いた会員名は、配付資料に掲載してあります。 

 また、懇親会には大阪府警察本部生活安全総務課生活安全対策室仲井室長・田畑補佐、

森係長が新たに参加して頂き、来賓の方々も含め７５名の方々のご出席賜り、改めて、

親好を深めさせて頂きました。 

ご協力ありがとうございました。 

 当日の当協会理事長の挨拶を参考までに次に掲載致します。 

 

○ 平成１９年度通常総会時の寺川理事長挨拶  

 

 ＮＰＯ法人大阪府防犯設備士協会理事長の寺川でございます。一言、ご挨拶を申し上

げます。 

本日は、ご多忙の中にもかかわりませず、大阪府警察本部小島生活安全部長様をはじ

め、多数のご来賓の方々のご臨席を賜り、誠にありがとうございました。 

昨年、創立５周年記念式典を開催することが出来、記念誌の発行も行うことが出来ま

した。何分にも、この５年間は、創設期といいますかすべてが手探りの状態でした。会

員の皆様のご支援をはじめ、大阪府警察、大阪府防犯協会連合会、そして、日本防犯設

備協会等関係団体のご支援があればこそ、何とかここまでやってこられたのだと思って

います。 

今年度からいよいよ２期目に入ることとなりますが、今までの協会運営の反省にたっ
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て、より活動的な団体とすべく努力していきたいと思いますので、会員各位のご支援を

よろしくお願いします。 

当法人の活動状況につきましては、後ほど、平成１８年度の事業報告及び事業収支決

算報告として報告させて頂きますが、相当充実したものとなってきました。ただ、それ

だけに、問題点もいろいろと出てきておりまして、将来に向かって、検討を強いられて

いるところであり、よく討議して平成１９年度以降の事業の実施に生かしていかなけれ

ばならないと考えておりますので、ご理解を願いたいと存じます。 

さて、本年度の事業実施の重点事項でございますが、 

第１は、「協会体制の充実強化と事業内容広報宣伝活動の活発化」であります。 

当協会も相当に知られるところとなってきました。大阪府警のバックアップがあって

のことと理解していますが、防犯診断、防犯講話及び防犯機器の展示等の要請は、相当

の数になっております。ただ、ボランティア活動という当協会の活動の本旨が府民に充

分理解されていない感がありまして、その理解をどう取り付けるか苦労しているところ

であります。 

また、活動を支えている財政基盤もまだまだ脆弱であり、事務所も借事務所でありま

して、財政基盤の充実にむけて、いろいろと工夫をしていかなければならないと考えて

います。企業等からの寄付金が受けやすいように、認定 NPO 法人の資格を得る事がで

きないか、税理士にお願いして検討をしていますし、企業等からの防犯講話の依頼につ

いて、従来は無料で応じていましたが、協会に対する寄付としていただいてはどうかと

考えています。その他、日防設等のご支援を受けて、財政規模の拡大に取り組んでいる

ところであります 

第２は、「警察等が推進する地域安全活動等の積極的参画」であります。 

 定款の規程をまつまでもなく、「警察等が推進する地域安全活動に、その防犯知識を

生かして参画し、安全で安心な暮らしができるまちづくりに貢献すること」は、本協会

の中心的な課題と考えており、本年度も積極的に参画したいと考えております。 

昨年も、多くの府民の皆様から要請を受けましたが、取捨選択することなく、すべて、

対応させて頂きました。それが、当協会の知名度を上げることにもつながると考えてい

ます。 

 特に、実際に現場において行われる防犯指導・防犯診断・防犯講話等の活動は府民の

皆様の共感を呼ぶものでなければならないと考えます。 

その中核となる「防犯設備アドバイザー」に広く会員の皆様に参画して頂くために、そ

の体制を強化し、その能力のより充実を図り、専門性を磨いていきたいと考えています。

「防犯設備アドバイザー」等の活動は、総合防犯設備士の講習認定方式の資格要件にも

なっておりますので、今年度も新規の養成講座を開催したいと思いますので、積極的な

参加をお願いします。 

第３は「優良防犯設備・機器等の設置及び維持管理と広報啓発」であります。 

 当協会の特徴は、優良防犯設備・機器等に対する知識の専門性にあるわけであります。

各企業におかれては、次々に、新しいシステムが開発され製品化されています。当協会

独自の防犯設備・機器システムの提案ができないかなと考えています。また、各種イベ

ント等に積極的に参加し、セキュリティにおける優良防犯設備・機器の必要性と活用方

法等の普及宣伝に努めて参りたいと思っています。 

 本日、総会前に実施しました「防犯機器展示会」も、広く会員の皆様に最新の機器・

システムをご紹介いただくと同時に、優良防犯設備・機器システムの啓発宣伝活動を狙

いとしておりまして、大阪府警備業協会や大阪府錠前技術者防犯協力会へもご案内した



ところであります。定例行事として、その充実と定着化を図って参りたいと考えており

ます。 

第４は、防犯活動に従事される者に対する教育の実施であります。定款第５条の当協

会の事業の中に「防犯に関する教育等の実施」が挙げられています。一般府民に対する

防犯講話の実施の他、日防設が主催しております「防犯設備士の養成講座」等防犯の中

核となる人びとの養成に積極的にかかわって参りたいと考えています。 

以上、当協会の本年度の重点事項を説明させて頂きましたが、大阪府警をはじめ、関

係各位の各般にわたるご指導ご支援と会員各位の物心両面にわたるご協力をお願いし

て、簡単ですが挨拶とさせて頂きます。 

                平成１９年６月１２日 

                          理事長 寺川 淳之祐 

【トピックス】 

○ 地域防災・防犯技術展への参加 

５月２３日～５月２４日（１０：００～１７：００）インテックス大阪で実施

された。国際見本市委員会主催のみだしのイベントに、当協会でも、防犯機器

の展示及び防犯相談コーナー設置で参画しました。多数の方々にご来館頂きあ

りがとうございました。 

○ くらし創りメッセ「セフティーフェア大阪２００７への参加 

１０月２５日～１０月２７日（１０：００～１７：００）インテックス大阪で

実施されます。当協会も、防犯機器の展示及び防犯相談コーナー設置で参画し

ます。多数の方のご来館をお持ちしています。 

【新入会員紹介] ・・・ ５月１日以降の新入会員 ・・ 会員総数１１８社 

○ フタバアルミ建材（株） 

［退会会員】 

○ 個人会員  渡辺 糺 

【お問い合わせ先】 

    ＮＰＯ法人 大阪府防犯設備士協会 事務局                      

     〒542-0081  大阪市中央区南船場 4-11-20                   

心斎橋アルテビル９Ｆ TEL  06-6245-1151 

FAX 06-6251-9120                      

E-mail    jimukyoku@daibousetsu.com     
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